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	 講演題目：シングルセル解析で展開する生物学：花粉管ガイダンスと重複受精のしくみ

	 講演者名：東山　哲也　教授（名古屋大学大学院理学研究科　生殖分子情報学）

	講演の概要

私が植物学教室の大学院生だった頃に、「組織の中の狙った一個の細胞から未知の遺伝子を探索する」という和文総説を書きました。「顕微操作の分子生物学」という特集の中の記事です。その当時から、顕微鏡下に見られる個々の細胞の個性に興味があり、いつか顕微鏡下にある細胞を狙って自由自在に解析できるようにしたいと考えてきました。

それから１０年以上が経ち、そのような解析も夢ではない研究状況になってきました。今回の講演では、私が大学院生の時から続けてきました、被子植物の花粉管ガイダンスと重複受精の研究について紹介します。被子植物では、受粉後に発芽した花粉管が、雌蕊の中を長距離伸長し、正確に卵細胞のある胚嚢（雌性配偶体）まで到達します。雌蕊は花粉管ガイダンスと呼ばれる機構により、正確に花粉管の伸長方向を制御し、花粉管も極めて正確に応答します。１４０年以上も前から、胚珠に由来する誘引物質が想定され、探索されてきました。私は胚嚢が胚珠組織から突出するトレニアに着目しました。そして、トレニアの体外受精系を開発し、レーザー細胞除去実験を行うことで、誘引物質が確かに存在し、それが助細胞から分泌されていることを示しました（Higashiyama et al., 1998, Plant Cell; 2001, Science）。誘引物質は、近縁種間でも異なる、分子進化の速い物質であることが示唆されました（Higashiyama et al., 2006, Plant Physiol.）。そこで、顕微鏡下で助細胞を取り出して発現する遺伝子を解析したところ、ついに花粉管誘引物質ルアー（LURE1、LURE2）を発見することに成功しました（Okuda et al., 2009, Nature）。ルアーは、ディフェンシン類似のペプチドの一群でした。
一方、花粉管の到達後に起こる重複受精についても、ライブイメージング解析を中心に取り組んできました（Ingouff et al. 2007, Curr. Biol.）。２つの精細胞がなぜ異なる相手と確実に受精できるのか、その仕組みは明らかになっていません。イメージングの結果は、これまで想定されてきたどの重複受精のしくみとも合わないものでした。さらに解析を進めるためのシングルセル解析の重要性について、議論したいと思います。
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